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名　　　称 / 村上商事株式会社　代表取締役 / 村上 晃徳
設　　　立 / 1973 年（昭和 48年）11月
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　　　　　　ＴＥＬ：（0827）22-5221　/　ＦＡＸ（0827）24-0018　

1969 年  8 月 事業創業 山陽パルプ株式会社（現日本製紙株式会社）の業務受託
1973年 11月 村上商事株式会社設立（資本金 100万円）
1996年  4 月 物流部門設置
1996年  5 月 株式会社クレシア（現日本製紙クレシア株式会社）の業務受託
1997年  2 月 産業廃棄物収集運搬部門設置
2000年  1 月 開発部門設置　油吸着材の研究・開発開始
2002年 10月 日本製紙ケミカル株式会社（現日本製紙株式会社ケミカル事業本部）の業務受託
2004年  2 月 村上ゴム加工有限会社を村上物流サービス株式会社と社名変更
2004年  7 月 運送部門を村上物流サービス株式会社に譲渡
2006年  7 月 油吸着材（エコファイバー）の製造・販売開始
2006年 10月 油吸着材（油吸太郎）の製造・販売開始
2012年 10月 株式会社末弘農園設立
2014年  4 月 倉庫業開始
2019年  7 月 村上ケミカル株式会社設立
2019年  9 月 油吸着材 販売終了 /素材提供開始

●日本製紙株式会社岩国工場化成品製造部における製造および出荷業務
●日本製紙株式会社江津工場における製造業務
●産業廃棄物収集運搬および木くず・紙くずの中間処理業
●倉庫業　●紙管加工および製品販売
●日本製紙株式会社ケミカル営業本部販売代理店

●村上物流サービス株式会社　●株式会社末弘農園　●村上ケミカル株式会社



3. 倉庫業

1. 製造業務請負

4. 各種製品販売天然素材「紙・パルプ」

村上商事株式会社の主な事業内容

●MNファイバー（自社開発製品）

●MSファイバー（自社開発製品）

●その他、取り扱い製品

（紙管粉砕物：MSSK）

（線状パルプ：MSDP）

家 庭 紙 類 化 成 品 普 通 線 材

石油、石炭とともに木材は貴重な天然資源です。紙やパルプの原料として古
くから利用されてきました。天然素材の中でも人体に無害であり、緩やかな
生分解性など極めてやさしい素材特徴で様々な活用をされています。近年で
は、環境循環型リサイクル基材として高度活用され、各種製紙・食品・調味料・
化粧品・医療品・繊維・機能性フィルム・配合飼料・有機肥料・培地・建材
など、多彩な用途に拡大してきています。木材の約 50％を占めるセルロース
や一部ヘミセルロースは紙やパルプの原料として、またリグニン（リグニン
スルホン酸）はコンクリート混和剤や肥料などの造粒促進剤として利用され
ています。
弊社は、創業以来の紙または合成樹脂と塩素を基にした化成品の製造で培っ
てきた経験・知識を活かし、天然素材である紙・パルプの有効活用に取り組
んでいます。多彩な用途で可能性が限りないこの素材が上手に使えるようそ
の手段を模索するためにも、産官学・異業種との連携共同開発などにも引き
続き積極的に参加し、環境循環型社会づくりに貢献できる製品の開発に挑み
続けていきます。

～地球環境を考える　Solution Company ～

種子や肥料、結合剤等と一緒にこの「ＭＮファイバー」を混ぜ、法面に吹き付ける
工法で施工することにより、広範囲の緑化が可能になります。法面緑化は景観の向上、
風化・浸食の防止に役立つことから、法面保護工事で広く採用されています。

紙管を粉砕したもの。紙の元となる植物繊維の特長を活かして幅広い用途に提供します。

シート状のパルプを粉砕し、綿状に出来上がったものを、これも同様に植物繊維の
特長を活かして幅広い用途に提供します。特に紙管粉砕物と違い、100％パルプであ
るため不純物がなく白色を利とする場合に用いられます。

各種倉庫の貸し出し、または保管・出庫管理をおこなっています。危険物倉庫や保温倉庫など、顧客ニーズに応えるべく様々
な倉庫を持ち、各方面に貸し出す取り組みを始めています。

製品の自社開発に取り組み、その製品の製造・販売をしています。各種製品を取引先より仕入れ、その販売もおこなっています。
種類にこだわることなく可能性あるものを見つけ、その販売に取り組んでいます。

日本製紙 ( 株 ) 岩国工場ならびに江津工場において、同社製品の製造および出荷業務を請け負う「製
造協力会社」としての事業です。同社の製造ラインに人員を配置し各種業務に従事します。両工場内
に事務所を構え、当社従業員はここを拠点とします。

2. 産業廃棄物処理
紙・木くずの中間処理業。特に、日本製紙 ( 株 ) 岩国工場内で排出される紙くず等を収集運搬、処理
します。廃棄処分となる「紙管」をセルロースファイバーの素として有効利用しています。
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日本製紙㈱岩国工場化成品製造部内業務
住所：山口県岩国市飯田町 2丁目 8-1（日本製紙岩国工場内）

由宇倉庫
製品保管・出庫
住所：山口県岩国市由宇町南沖 2丁目 7790-16

日本製紙㈱江津工場内業務
住所：島根県江津市江津町 1280（日本製紙江津工場内）

本社

住所：山口県岩国市飯田町 1丁目 3095-3


